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大会・公式戦結果 

 

 JUNIOR YOUTH  

【高円宮杯 2回戦】 

vs 大野台中学校  3-1○ 

 YOUTH  

【J ユースカップ関東予選】 

vs LSS MITAKA  0-2● 

vs つくば FC  0-5● 

【高円宮杯 神奈川県U-18 リーグ】 

vs 横浜創英高校  1-5● 

vs 生田高校  5-4○ 

vs 新羽高校  3-2○ 

vs 松陽高校  3-3△ 

 TOP  

【県社会人リーグ 2 部 B ブロック】 

vs 横須賀高校OB クラブ 0-0△ 

 PAPAS  

☆OVER50 

【市交歓試合】 

vs F 神工   2-0○ 

☆OVER40 

【市シニアマスターズ】 

vs 神工 OB   0-1● 

vs 日大 OB   4-2○ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県社会人リーグ再開】 

かながわクラブ TOP チームは 8 月

5日（日）に横須賀高校OBクラブと県

リーグ第7節を行い、0－0で引き分け

ました。試合は終始押し気味に展開

しましたが、どうしても得点が奪えませ

ん。特に後半には決定的なチャンス

がありながら、ポストに何度も嫌われタ

イムアップ。これで、リーグ戦は 6 勝 1

分けとなり、暫定順位で 2 位となって

います。 

9月にはリーグ戦が数試合組まれる

予定で、上位対決があります。何とか、

上位チームから勝利をおさめたいと

思っています。ぜひ、応援よろしくお

願いいたします。 

9 月の試合日程は最終決定され次

第クラブ HP に掲載いたしますのでご

確認ください。 

【オフィシャルサイト TOP チームページ】 

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

J ユースカップ関東予選が終了い

たしました。昨年は決勝トーナメントに

進出することができた同大会でしたが、

今年は予選リーグ敗退となってしまい

ました。関東近県のクラブチームを相

手に遠方での連戦の中で戦力を維持

し結果を出さなくてはならない厳しさ

を改めて痛感させられました。 

県 U-18 リーグはグループ首位チ

ーム相手の敗戦はありましたが、それ

以外のチームとは多少苦しみながら

も 2 勝 1 分と接戦をものにすることが

できました。 

なかなか戦力が安定せずに怪我

や体調不良の影響もあり厳しい戦い

が続いていますが、中心となって戦っ

ているメンバーは本当に良く取り組む

ことができており一戦一戦逞しく成長

しています。また、毎試合参加してい

るジュニアユースの選手たちは、試合

を重ねる毎に高校生年代の速くて強

いサッカーに順応し成長し、戦力とし

て逞しく戦っていて今後のさらなる成
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長が非常に楽しみです。 

9 月は県 U-18 リーグが 2 試合残さ

れており、ここで2勝することを直近の

目標として取り組んでいきたいと考え

ております。新メンバーも多くまだまだ

不安定な新チームですが、逆に伸び

しろは大きいと感じております。 

 （豊田 泰弘） 

 

JUNIOR YOUTH 

学校の夏休みも終わりクラブの夏

休み期間の活動も終えてこちらも一

息ついた感じですが、夏バテなのか

少し倦怠感ぎみな 8 月下旬を過ごし

ております。 

この夏休み期間は小学生の朝練

習にも計 10 日間フル参戦しました。

主に4年生に関わることが多かったの

ですがとても充実した時間を過ごさせ

ていただきました。今回多く関わること

になった 4 年生は秋季大会がありま

すので是非応援にも行きたいと思っ

ております。 

前号でもお伝えしましたが、ジュニ

アユ－スの活動に6年生が参加してく

れています。夏休み期間に 6 年生が

参加できたトレ－ニング日は4回、トレ

－ニングマッチは 2 回とあまり多く設

定することができず申し訳なく思って

おりますが、引き続き 9 月からも参加

していただけるように準備してまいりま

す。6 年生にはジュニアユ－ス活動に

参加することで更なる成長につながる

と期待しております。 

逆に6年生からも刺激を受けている

中学生なのですが、8 月下旬に高円

宮杯という県予選ト－ナメントの初戦

を戦いました。ゲ－ム内容はあまり良

くはなかったのですが辛勝で次のス

テ－ジへ進めることができました。中

学 3 年生にとっては集大成の場にな

る公式戦です。もう一度気を引き締め

なおして次戦は良いゲ－ムとなるよう

に準備してまいりたいと思います。 

まだまだ暑い日が続きますが私自

身も夏バテぎみな身体をもう一度引き

締めなおして中学生や小学生たちと

向き合っていきたいと思います。 

これからもどうぞよろしくお願い致し

ます。 

(新田 友和) 

 

小 6 

夏休みの活動が終了いたしました。

平日練習の後期日程も朝の時間帯と

はいえ連日暑い日が続き、台風の影

響による荒天の中での活動となった

日もありました。その中でも多くの選

手たちが毎日休まず参加し、人工芝

の良いピッチで有意義なトレーニング

を行うことができました。 

天然芝や人工芝といったとてもよい

グラウンド状態の中でトレーニングで

きるということで、パス&コントロールや

流れの中で「止める・蹴る」の精度を

上げるトレーニングを中心に行いまし

た。ほぼすべてのトレーニングにおい

て、相手がいて相手との駆け引きが

発生するような設定で行い、その中で

ボールを持っている選手はどのような

選択肢があり、ボールを持っていない

選手はどのような準備をすることがで

きるかといった、個人の選択肢を増や

しその選択肢をもとに判断することが

できるようになることをポイントにトレー

ニングを行っていきました。今後のトレ

ーニングマッチや 9 月から始まる JFA

リーグの試合の中で、より理解を深め

て自分のものにしていってもらいたい

と考えております。 

また、夏休み期間中にジュニアユ

ースの練習やトレーニングマッチに参

加する機会を設けました。ジュニアユ

ースの公式戦の都合等もあり、予想よ

り少ない回数になってしまったり、直

前の案内になってしまったこともありま

したが、その中でも多くの選手が可能

な限り積極的に参加してくれました。

参加した選手は速くて強い中学生年

代のサッカーに徐々に目が慣れ体が

慣れてきて、回を重ねる毎に明らかに

順応することができておりました。また、

同会場では高校生も一緒に活動して

いることが多く、ユース vs ジュニアユ

ースといったゲームも行っており、そう

いった上の年代の速く激しいサッカー

を間近で体感することができることは、

とても良い刺激・経験となっていると

思います。上のカテゴリーのあるクラ

ブチームならではの特権と言えると思

います。9 月以降もジュニアユースへ

の練習参加や試合への参加の機会

を設けていきますので、ぜひ積極的

に参加してみてください。 

(豊田 泰弘) 

 

小 5 

【夏休みの取り組みと成果】 

今年の夏休みは、早朝練習に始ま

り神栖合宿、招待杯、トレーニングマ

ッチと活動することができました。 例

年以上の猛暑が続きましたが、元気

な姿を見せてくれました。 保護者の

皆様のサポートに感謝します。 
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夏休みの締めくくりとしてトレーニン

グマッチを行うことができ、夏休みを

通して取り組んできた「全員が攻撃に

参加してゴールに向かうこと」、「ピッ

チの深さ、広さを利用して攻撃するこ

と」を試合のなかで表現することがで

き始めたかな感じています。受け身に

ならず勇気を持ち一人で相手からボ

ールを奪いにいく守備が彼らの良さ

でしたが、ボールを奪ってから孤立す

る、パスを引き出す人の動きが足りな

いという課題を夏休みの初めに共有

し、少しずつですが助け合いながらプ

レーすることができ始めています。自

分たちより上手な選手、チームとの試

合を通して、気づきや自信を得ながら

少しずつサッカーの複雑な部分を理

解したり、しようとする選手が増えてい

ます。試合前、ハーフタイム、試合後

に私に提案したり仲間同士で意見交

換をする場面が増えており、結果だけ

を見れば残念ですが、ぜひピッチで

の彼らの戦う姿を見ていただきたいと

思います。これからどんなプレーが見

られるのか、彼らの成長に期待しなが

らサポートしたいと思います。 

 (嘉手納 大輝） 

 

小 4 

春の大会から約 3 カ月が経ち、秋

の大会が近づいてきました。 

この 3 カ月、周りを見ることや、切り

替えを早くすることなど、子どもたちに

は口うるさく指導してきました。少しず

つではありますが、試合中のプレー

にも変化が出てきています。本番で

その力が発揮できるよう大会が始まる

まで引き続きしっかりと準備していき

ます。 

春の大会以上の成績を残せるよう

に、また子ども達が楽しくプレーでき

ることが目標です。まだまだ暑い日が

続きますので、体調管理にはお気を

つけ下さい。 

（菊地 健志郎） 

 

小 3 

【4 対 4】 

ここ最近は、朝練を中心に 4人対 4

人を集中的に行っています。4 人対 4

人のトレーニングには試合中の局面

が繰り返し再現できやすいというメリッ

トがあります。つまり、1 チームに 4 人

いるということはボール保持者に対し

て、少なくとも 3 方向（前か後・左か右）

へのパスコースを作ることが可能にな

ります。これは実際の試合の中でも求

められることです。11人の試合のほぼ

縮小版とも言えるくらい、試合中での

局面が再現され、繰り返されることに

なります。誰か一人でもさぼると、パス

を模索しても出せず、ドリブル突破を

図っても4人全員を抜くことができず、

なかなかチームとして機能しないこと

になります。攻撃では常にパスコース

を作り出す動きを、守備ではワンサイ

ドを消しながらのアプローチとインタ

ーセプトを狙う動きが求められることに

なるのです。 

更に難しさを増す要素として、サッ

カーの特徴でもあるのですが、グラウ

ンド上での動きが自由であることが挙

げられます。刻々と状況に変化があり、

その変化が多様で、完ぺきに再現さ

れることがないのです。仲間の 4 人が

それぞれに動く動きが全く同じとは限

りませんし、更には、相手の 4 人の動

きの一つ一つが以前と同じ動きをす

ることなどほとんど有り得ないことにな

ります。ということは、なかなかパター

ンを練習するには馴染まないというこ

とにもなりますが、パターン練習以上

の価値もあります。 

【考えるということ…】 

様々な局面において、個々の選手

たちの選択が、指導者の思い描く通り

の選択肢であることもあれば、思いも

つかない発想の選択肢を選択する場

合もあります。前者の場合には、どん

なに頑張っても私（佐藤）以上の選手

にはなれないということになりますし、

後者の場合には大いに将来性や可

能性を感じさせるプレーであるという

ことになります。また、全くセオリー（サ

ッカーにそもそもセオリーというものが

存在するのかどうかも疑問なのです

が…）無視の選択肢を選択する場合

もあります。その際には、プレーの流

れの中で、あるいはいったんプレーを

止めて、選手たちに問いかけます。

「どうして…？」「どうすればよかった？」

「ほかに選択肢は？」などと質問しま

す。プレーを止めている場合は全員

で考えてもらうこともします。 

大切なのは、どのように考えてその

プレーを選択したかということです。

失敗したことが問題では全くありませ

ん。どのように考え、実行し、失敗した

のかを振り返り、では、次はどのように

考えて、プレーを選択するのかを考え

ることが大切なのです。一番困るのが、

答えの出ないプレーです。来たボー

ルを何も考えずに無闇に蹴ってしま

った場合、何も考えずに闇雲にドリブ
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ルを始めた場合などは、「どうして？」

と問いかけられても、選手からは何も

答えが返ってきません。せめて、では

どうしたら良かったのかを真剣考えて

欲しいところではあります。 

【ミスは構わない！】 

勘違いしてもらっては困りますが、

練習において、ミスをすることは全く

構いません。できないから練習するの

ですし、練習というのはできないことを

できるようにするために行うのですか

ら。ただ、そのミスの原因がどのように

考えたことで起きたのかをきちんと自

分で把握することが重要なのです。

脳的には、考えもなくプレーをすると

いうことは、反射以外あり得ないので

す。自らの脳みそからの指示がなけ

れば、体は動きません。ですから、ど

んなプレーにも自らの考えが反映さ

れているはずです。 

仮に間違った選択肢であっても、

「どうして？」という問いに対して、きち

んと答えられた場合には、その答えを

尊重します。考えてプレーをしたこと

を褒めます。しかし、そのうえで、他の

選択肢がなかったのかを考えます。

サッカーは頭を使うスポーツなのです。

決してヘッディングをするスポーツと

いう意味ではありません。頭の外側も

中身（脳）も使うスポーツだということで

す。 

【頭でサッカーを…】 

3 年生ぐらいになると頭でサッカー

をする選手が見られるようになります。

そうなると、もうお団子サッカーからは

卒業ということになります。オフサイド

を勉強すると、オフサイドトラップという

ものがあるということを知ります。パス

には、足元へのパスとスペースへの

パスがあることを知ると、スペースの見

つけ方や作り方に興味を抱くようにな

ります。また、4人対4人では、指導者

以上に「そうじゃない、右だろ！」とか、

「今のは、足元ではなくスペース！」と

か声を発する選手も出てきました。指

導者に指摘されるより、同じ学年の選

手に言われるほうが、影響力があるか

もしれません。まだまだ少数ですが、

徐々に、考える習慣づけが身につい

ている選手や考えながらプレーをする

選手が出てきていることも事実です。

更に、お互いがボールを要求しなが

ら、動き方に指示を出しながら、プレ

ーができるようになると良いと思いま

す。 

【自己を犠牲にするプレーを…】 

先日は、味方の選手が自分の方に

ドリブルで仕掛けてきた際に、その場

からその選手の外側を、ディフェンス

を引き連れて大きく回って、パスコー

スを開けてあげるという自己犠牲のプ

レーも教えました。この考え方が浸透

するまでには、まだまだ時間はかかり

ます。しかし、サッカーの試合の中で、

ボールに触れている時間は数分（2～

3 分）と言われていることもあり、では、

その他の 87～88 分は何をしているの

かを考えてみようと宿題にしてありま

す。ボールばかりをひたすら追いかけ

ているのではないはずです。勿論、

休憩などしているはずもありません。

プロの試合を見る時には、ボールを

持っていない選手がどのような動きを

しているのかに注目すれば、答えが

見つかるかもしれません。サッカーで

は、プレーの選択肢にも正解はたくさ

んありますし、この宿題の答えもたくさ

んあるはずです。普段一つの正解を

出すために汲々している選手たちに

とって、考えてきた答えはすべて正解

というこんな宿題も、たまにはありかも

知れません。 

(佐藤 敏明) 

 

小 2 

この数ヶ月で子どもたちの練習や試

合の際のサッカーに対する意識が変わ

ってきたことを感じることができ、非常に

頼もしく感じております。 

ここ最近の取り組みとしては、バウン

ドしているボールの処理であったり、ドリ

ブルする際の歩幅であったり、最適な

ボールの置き所がまだ分かっておらず、

試合ではボールを簡単に失ってしまうと

ころが気になるので、練習ではそういっ

た部分を中心に取り組んでいます。 

子どもたちには毎回テーマを掲げ意

識させながら個々の能力向上につなげ

られるよう取り組んでいます。ドリブルや

パスなどの基礎的な部分がしっかりでき

ないと試合では通用しません。ただ、基

礎とはいえ誰もが簡単に上手にできる

ようになるわけではありません。失敗し

ても諦めるのではなく、少しでも自分な

りに工夫し挑戦し続ければ必ず出来る

ようになると練習では子どもたちに伝え

ています。 

今月から秋の市大会が始まります。

普段取り組んでいることが少しでも試合

で出せるよう、引き続き取り組んでいき

ます。保護者の皆様におかれましては、

ぜひ温かい応援で子どもたちを見守っ

ていただきますようお願いいたします。 

(栗城 聖也) 
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幼児・小 1 

異常とも言える暑さ続きの今年の

夏でしたが、子供たちが、命の危険に

もつながる熱中症にならず、一人も事

故なく乗り切れたことにホッとしていま

す。お子様の日頃の健康管理、帽子

の着用や飲み物の準備など、保護者

の皆様のご理解、ご協力に感謝して

おります。 

8 月 18 日(土)に 3 チームでの交流

戦を行いました。参加者を 2チームに

分けて、それぞれが4試合(10分間×

4)を楽しむことができました。結果は 1

勝 6敗 1分けでしたが、失点のほとん

どが、GK にシュートをキャッチされ、

ジャンボキックされたボールがセンタ

ーラインに一人残った FW へのパスと

なり、そのままドリブルで持ち込まれて

からのシュートを止めることができなか

ったものです。 

かながわクラブは全員が相手陣内

に攻め込んでいきますので、相手チ

ームの作戦は2チームとも際めてシン

プルなものです。そして、2 チームとも

選手たちがそのシーンを作り出すべく

集中してプレーしていました。その場

面を見ながら、私は、古くは、1982 年

の市大会決勝戦で 0－1 で敗れた試

合を思い出していました。試合のほぼ

すべての時間でボールをキープし、

何度もシュートまで持ち込むも決まら

ず、たった１度だけ、オフサイドギリギ

リのラインで待ち構える FW にパスを

通されて失点！勝つための作戦をコ

ーチが指示し、2 年生の子供たちが

各自の役割を果たしていく。大げさに

言えばカルチャーショックでした。子

どもたちが自分たちで考えて導き出し

たプレーではなかったからです。以来、

何度も同じような場面に出会ってきま

したが、私の考え方は変わっていま

せん。 

それは、いろいろな状況に応じた

判断とプレーが、子供たち自身の判

断に基づいたものであるべき、だとい

うことです。「蹴れ！」「行け！」「戻

れ！」「出せ！」と言われなければプ

レーできなくなってしまうことは、子ど

もたちから(サッカーに限らず)プレー

する楽しさを奪ってしまっていると思

います。 

18 日の試合では、繰り返し奪われ

る失点に対して、二人が自ら対策を

考えだしました。二人はどちらも相手

ゴール前までボールを運ぶことができ

ましたが、お互いのプレーを見ながら

ポジションを上げ下げして、同時にセ

ンターライン付近に待機する相手 FW

を視野に入れながら互いの距離を適

度に保ちプレーし始めたのです。な

んと賢い子たちなんでしょう。「これぞ、

かながわクラブ！」と心の中で叫んで

しまいました。 

このプレーの重要性、楽しさ、難し

さは次の活動時や次回の TRM で子

供たち全員に伝えます。また、今はま

だそのレベルに到達していない子供

たちに、トレーニング中のすべての動

きにそのプレーにつながる基本が含

まれていることを伝えていきます。そ

の結果、チームの全員が、いろいろな

状況に応じた判断とそれを表現でき

る技術を身につけられるように関わっ

ていきます。 

(浜野 正男) 

 

PAPAS 

異常とも言える暑さが続いた今年

の夏がようやく終ろうとしています。

40℃超えなど今まで体験したことがな

く、子供たちにとっては、来年以降の

夏休みに関しては、その時期や期間

について検討しなければならなくなる

のでしょうか。 

パパスの港北小での活動は 8：00

～9：30 ですので、WBGT(暑さ指数)

が危険レベル(31℃以上)になることは

ありませんでしたが、ギラギラと照りつ

ける太陽のもとで激しい運動を行えば、

いくら港北小サイズで 6 分～8 分のゲ

ームであっても、体力の消耗に加え、

集中力の維持も難しくなってしまい、

思わぬアクシデント、事故、怪我が心

配されましたが、無事故で乗り越える

ことができてホッとしています。 

9 月はまだまだ暑さが続きそうで、

また、夏の疲れも溜まって、思わぬ事

故にも繋がりかねませんので、昨年の

記事から再度注意事項をお伝えしま

す。 

【集合時間、プレーする上でのお願

い】 

●コート３周のジョギングを終えて、

8:00には準備体操を始められるように

ご準備ください。遅刻したら各自でジ

ョギング、ストレッチを行うこと。 

●ストッキングを必ず着用してくださ

い。怪我防止の為にすね当ても着用

が望ましい。 

●前日はきちんと睡眠をとり、当日も

起き抜けで駆けつけるのではなく、軽

食を済ませて参加してください。 

●活動中は水分をこまめにとり、関節

や筋肉に違和感があれば無理をせ
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ずプレーを中断することで、事故や怪

我を防ぐようにしましょう。 

(浜野 正男) 

 

ヨーガ 

【夏休み】 

暑い夏が大好きな私ですが、今年

の夏は少し暑すぎるように感じます。 

そこで、2泊3日の避暑旅行へ行っ

てきました。行先は山梨県です。山梨

といえば甲府盆地。内陸の盆地は日

中の気温が高く、避暑といった場所で

はないように思えます。確かに日中の

気温は横浜と変わらないくらいに上が

るのですが、夕方から夜にかけてはと

ても爽やかな涼しさです。空気も乾燥

していてさらさらとした感じ。 

しかも、果物好きの私にはたまらな

い果物王国です。昨年は 6 月に行っ

てサクランボ狩りを楽しみました。そし

て、今年は、この 8 月に行ってブドウ

狩りです。それもブドウの王様ともい

える巨峰が好きなだけ食べられる。な

んて幸せなのでしょう。 

山梨の清らかな空気の中で呼吸法

をして、ゆったりとポーズをとって。体

中にフレッシュなエネルギーをもらうこ

とができました。 

9月19日から水曜ヨーガクラスが始

まります。このエネルギーを皆様にも

お届けしたいと思っています。ご参加

をお待ちしております。 

(伊藤 玲子) 
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